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研究成果の概要（和文）：戦前に成立した日本の社会事業は、従来欧米と同様の傾向を指摘され

ていたが、明治後半から昭和初期まで社会事業の形成と展開をみていくときに、社会事業の対

象認識は広範囲におよび地域の取り組みはかなりの差異が認められ、その展開は多様である状

況にあることが明らかとなった。また近代日本の慈善事業が果たした役割に比べ、社会事業の

段階は国民生活に対する国家関与が強まり、国家の役割を重要視する現代的特質がみられた。

研究成果の概要（英文）：Social work that developed in pre-war Japan tends to have been
identified with that of Europe and the United States. But when the formation and
development of social work from the end of the Meiji period to the early Showa period is
studied, it becomes evident that the way social work was carried out was different
depending on the community and that it cannot be regarded as the same as that of Europe
and the United States. Furthermore, compared with the roles that charity work has played
in modern Japan, modern characteristics can also be seen in the stages of social work
where the government’s involvement strengthened as well as in the history of social
welfare where the roles of government were considered more important.
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１．研究開始当初の背景
日本の社会事業は、概ね大正期中頃に成立

したとの解釈や第一次世界大戦後に成立し
たとの解釈がなされ、それと同時に社会事業
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の成立指標には社会化、組織化、専門化、科
学化、予防化の鍵概念があわせて指摘されて
きた。そして、日本の社会事業もまた欧米の
それと共通の展開をみせたとの解釈がなさ
れてきたが、しかし日本の社会事業を具体的
に形成から展開をみていくと、そこには地域
的な取り組みの差や施設による取り組みの
違いが垣間見えるのではなかろうかという
点が研究開始当初の背景であり着眼点であ
る。言い換えればそれは、近代日本に勃興し
た慈善事業が地域社会のなかで一定の役割
を果たしたのとは異なり社会事業の段階で
はどのような展開と拡がりを持ち得たのだ
ろうかという点にある。

２．研究の目的
日本における社会事業は、1918 年の米騒

動後に社会課の設置とともに全国的に拡が
りをみせ、予防概念を内包したものとして指
摘されている。しかし、社会事業が地域社会
においてもどのように具体的に展開したの
かについては、地域や施設、団体をとっても
検討すべき課題は残っている。そこで、現代
社会に成立する社会事業の問題を個別研究
の研究成果を踏まえて総合的に取り上げ、地
域社会における救済を社会共同の問題とし
て捉えて、その特質を解明することに研究目
的を置いた。そのことは、社会事業の成立時
期や成立指標について、自明のものではなく
個別事象を取り上げるなかであらためて社
会事業の具体的展開を歴史分析することで
社会事業を明らかにすることとなり、近代社
会の所産である慈善事業と現代社会に成立
する社会福祉の間に位置する社会事業の現
代的特質を追究するものである。

３．研究の方法
平成 19 年度は、日本の社会事業の議論と

実践が、現代的特質としてどのような特徴が
あるのか、そこにはどのような「社会」認識
があり「共同性」を確保しようとしたかにつ
いて、地域社会・宗教・施設・団体・専門職・
制度・政策という多様な観点から総合的に取
り上げて、これまでの研究成果やその到達点
を明確化しながら、一次史資料の収集ととも
に戦前日本の社会事業を再検討した。その結
果については定期的に研究会を開催し、6 月
には「現代と時代区分・時期区分」を議論し
たうえで個別課題を明確化し 7月には「社会
事業の専門化と専門職」と「大正期における
社会事業」について議論した。9 月の研究合
宿では「福祉史成立における理論的基礎」「日
本における孤児院の展開」「地域と社会事業」
「明治末・大正初期の生存権思想」について
集中的な議論を行うなかで研究課題の共通
認識と方向性を確認した。11 月には「キリス
ト教と農村社会事業」「安部磯雄―その社会

主義論」について議論し、翌年 1月には「大
正期の刑事法と社会事業」「社会事業と方面
委員制度」を取り上げ、3 月には「昭和初期
の感化教育実践」と「社会事業の成立と児童
保護の地域的展開」について個別報告のもと
議論した。
平成 20 年度は、社会事業の特質について

明らかにするために、一次史資料の収集とそ
の解釈、そして先行研究の評価をもとに個別
報告と議論を行う研究会を開催した。5 月は
「社会政策研究と社会事業」を取り上げ前年
度の研究総括を実施した。7 月は「地方改良
と地方改善」と「大正期石川県の社会改良委
員制度」について議論した。9 月の研究合宿
では「戊申詔書と大阪府救済行政」「昭和初
期の反宗教運動と仏教社会事業」「東北六県
の感化院」「石井十次と岡山孤児院」「キリス
ト教と農村社会事業」「不良少年・未成年犯
罪者を対象とする言説」「福祉研究における
原論構想」の報告のもと集中的な議論を行っ
た。11 月には「方面委員と専門職家」「鳥取
県の慈善事業」が報告され、翌年 1 月には「大
正期の育児事業」「日本における孤児院の展
開・その２」の個別報告と議論を行い、3 月
には平成 20 年度の研究総括を実施して研究
課題の共通認識と次年度の方向性を再確認
した。
平成 21 年度は、先行研究の到達点を踏ま

えつつ史資料の解釈からどのような立論が
可能なのかについて個別研究報告を行うな
かで議論した。7 月には「大正少年法案にお
ける保護処分」「ストラスブルク制度と婦人
方面委員制度」の報告のもと議論した。9 月
の研究合宿では「石川県の地域の組織化と社
会改良」「民間救済と地域救済体制の成立」
「大正期育児事業の展開」「感化救済事業と
キリスト教」「私立感化院の公立化」「キリス
ト教と農村社会事業」「衛生から厚生へ」「社
会政策らみた社会事業」が報告され集中的に
議論した。11 月には「社会福祉研究における
社会科学的認識について」が報告され現代社
会と社会福祉の成立が議論された。
以上の議論を踏まえて個別論文を作成し、

予め各自が全論文を検討したうえで 2月には
個別論文に対する成果の確認を行うなかで
全体の議論を取り纏めて、研究成果本『日本
の社会事業―社会と共同性をめぐって―』を
纏めていくための編集会議をおこなった。

４．研究成果
日本の社会事業は、近代日本の慈善事業の

成立後に新たな実践形態として注目をあび
る社会事象であるが、それは近代日本の慈善
事業とは異なり非常に国家が関与する性格
のものである点が現代的特質として指摘で
きる。その社会事業は非常に広範囲に捉えら
れ、その展開も地域において多様な拡がりを



みせることが明らかとなった。その意味では、
これまで日本の社会事業は欧米と同様の展
開をみせたと解釈されている点とは異なる
側面を明らかにした。また、社会事業の成立
指標と指摘される社会化、組織化、専門化、
科学化、予防化の鍵概念を取り上げてもその
内容には、地域差があり多様な展開であるこ
とが指摘できる。さらには、同一の地域や事
業においても社会事業成立の指標の内容に
差異が認められるものである点も明らかと
なった。しかし、本研究の取り組みが日本の
全ての地域と社会事業を網羅的に歴史分析
したわけではないといった限界があるなか
では、社会事業の成立指標とその内容につい
ては地域や時期を含めて今後さらに検討す
る必要がある。
総じて日本の社会事業は、近代日本におけ

る自由主義的傾向の強い慈善事業の段階と
は異なり国民生活に対してより一層の国家
的関与が強まり、国家介入してくる段階とし
ては明らかに国家の役割のなかで社会事業
の展開が求められるのであってそれは現代
的特質として指摘できるのではなかろうか
と結論付けられる。
（１）以上の研究成果は個別研究の成果報

告である『日本の社会事業―社会と共同性を
めぐって―』（全 303 頁）の 11 の個別論文に
よって明らかにされている。
現代社会と社会福祉の関係を論じた第 1部

では、①福祉が現代的に編成されるなかで社
会福祉が成立することを明らかにしている
（池田敬正「福祉および社会福祉研究におけ
る社会科学認識」）。そして②生存権の問題
は近現代を通じてそこに「社会」認識が必要
であることを指摘した（細井勇「生存権に関
する一考察―愛と正義の相関論―」）。
社会事業思想と法制度の関係を取り上げ

た第 2部では、③「社会」が冠せられる社会
改良の幅の広さが現代的な社会共同を構想
させることをこれまで社会福祉の歴史分析
では焦点が当てられていなかった板垣退助
の論議を通じて明らかにした（池本美和子
「社会事業と社会改良―板垣退助の社会改
良が内包するもの―」）。④「救貧」概念で
はなく新たに「保護」概念が創出される過程
を大正少年法の議会での議論から明らかに
したことで国家の役割の変化を垣間見るこ
とができる（田中亜紀子「大正少年法におけ
る『保護』概念」）。⑤代用感化院を通じた
感化院設置問題とその感化教育の実態の比
較分析は、感化院設置という国家的同一事業
でありながらその内容は地域的差異が明ら
かとなった（佐々木光郎「社会事業と感化教
育実践の展開」）。⑥予防・衛生といった鍵
概念に対してどのような議論がなされてき
たのかを留岡幸助や後藤新平の議論のなか
に見出し予防・衛生を制度的に結び付けて国

家による国民生活に介入する点を明らかに
した（田中和男「後藤新平・衛生警察論の射
程」）。
そして地域社会における社会事業の展開

を問題にした第 3部では、⑦専門職として成
立することがない地域委員の問題を明らか
にすることで日本における現代的特質を明
らかにした（今井小の実「社会事業の専門職
化と方面委員制度―ストラスブルク制度を
フィルターに―」）。⑧国費救済を凌ぐほど
の地域の有力者による地方救済体制の成立
として奨恵社（鳥取）はこれまで十分に分析
がされていなかった山陰地方における社会
事業への展開を明らかにした（小池桂「地域
的救済事業と地方救済体制の成立―鳥取県
における奨恵社の展開から―」）。⑨これま
で委託関係であった事業が事業を多様に展
開させるなかで保護の多様な形態とともに
個別性を追求しようとする姿勢を博愛社（大
阪）の理念と実践のなかで明らかにした（水
上妙子「大正期博愛社における育児事業―人
格的平等と個別性の連関について―」）。⑩
日露戦後に石川県内に表出する感化院設置
問題、地域委員制度創設問題、小学校改築費
問題といった性格の異なる問題に対して地
域社会がどのように受けとめて問題解決の
ために組織化と制度化を図ったのかを明ら
かにした（元村智明「大正期石川県における
地域的共済の可能性―組織化と制度化をめ
ぐって―」）。⑪これまで十分にかえりみら
れなかった農村部の問題とキリスト教によ
る事業がどのように交錯していくのかにつ
いて取り上げて昭和恐慌下にようやく都市
部ではなく農村困窮に対してキリスト教に
よる農村社会事業が拡がることを明らかに
した（杉山博昭「昭和恐慌下におけるキリス
ト教と農村社会事業」）。
以上の 11 の論文は、社会事業の幅の広さ

とその多様な展開を明らかにした研究成果
である。
（２）なおその他に、一次史資料集として

大阪地域を代表する慈善事業であった博愛
社（現在、社会福祉法人博愛社・大阪市淀川
区）が社会事業として形成される様子を視覚
的に分析するために施設が蒐・所蔵する戦前
の写真史資料を中心にデータベース化した
『博愛社蒐所蔵写真史資料・データベース
集』（全 321 頁）を編集した。それは、「凡
例」「目次」「写真史資料（1573 点）」「史
資料目録新旧対照表」と全写真史資料を収め
た DVD から構成されている。
（３）そして（２）の写真史資料のうち慈

善事業から社会事業への展開をより理解す
ることを目的として『映像でみる博愛社のあ
ゆみ』（解説書付き・DVD）を作成した。そ
れは第Ⅰ部と第Ⅱ部から構成されている。第
Ⅰ部は、博愛社のあゆみを時系列で整理して



紹介し、時代ごとに 4つの章から成っている。
第Ⅱ部は、博愛社の事業と関連する組織を中
心に 5つの章から成っている。
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